
令和３年 ４月号 

発行：宮崎県楠の会 ＮＰＯ法人ＫＨＪ全国ひきこもり家族会連合会 

 

■宮崎市 2021年４月１１日(日)  １３時半～１６時半                     

   《会 場》  宮崎市民プラザ ４階  中会議室  

   《参加費》 無 料 
           ●対象者： 家族、支援者、ひきこもる本人等    

           ●お問い合わせ先  宮崎県楠の会事務局   

                                 090-9603-8780 (植田)                           

  僕はこうして挫折を乗り越えた!! 
         講師 : 谷口 大(たにぐ ちだい) 

谷口 大（たにぐち だい）さん 
(ハンガリーのＥLＴＥ大学英文科、ビジネス専攻３年生在学中、 

                     株式会社Dーrect勤務) 

プロフィール 

平成4年、宮崎市生まれ 

檍中学校、大宮高校を卒業後、宮崎公立大学に入学するも、諸事情により

中退する。その後、ハンガリーの首都、ブダペストにある大学（ELTE）に入学

し、英文学とビジネスを専攻。現在３年生。 

2019年にはスペイン、マドリードで半年間留学をし、ジャーナリズムを専攻。 

中学入学と同時にラグビーを始めるも半年間で挫折し、その後は学校から

足が遠のく時期を経験する。 

音楽に関わることが趣味で、バンド活動を高校生の時に始める。現在は主に

パソコン上で作曲をし、友人の作った短編映画のサウンドトラック等も作る。 

 谷口さんとは、２月にあった「『社会参加』準備セミナー」でお会いしました。宮崎労働

局から事業委託を受けた(株)D－rectさんで、このセミナーを担当しておられた谷口さん

が、楠の会へ参加を依頼してこられたのです。セミナーではよいお話を聞かせていただき、

無事終了しました。元気で前向きで、世界に羽ばたく谷口さんですが、これまで様々な経験

をされ挫折を乗り越えてこられたそうです。今回はそのお話を聞かせていただきます。  

 皆さま、是非ご参加ください。 
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 この日は、宮崎県ひきこもり地域支援センターの片平久美さん、大﨑明菜さん、上原留香さんの

３人のスタッフの方から「ひきこもる家族への対応について～事例検討を通して～」ということ

で、お話をいただきました。 

まずは、片平さんからテーマごとに、わかりやすく講演をいただきました。 

 

□ お話をもとにレジメからの抜粋 

☆ 相談の流れ 

 * 家族へのアプローチ⇒本人へのアプローチ⇒集団の場への参加⇒段階的社会参加 

 

☆ 信頼関係の醸成 

 * 現場では、緊急の状態でない限り、医療機関等への導入にこだわり過ぎず、急がず、まず、 

  本人や家族との、信頼関係を結ぶことが重要 

 

☆ ひきこもっている本人の気持 

 * 特 徴 

 ①傷つきやすさ・自信のなさ 

   ・自分の容姿や他人の視線が気になる。出るに出れない 

   ・同年代の人と自分を比較し、劣等感を感じる 

   ・心理的・物理的にひきこもらざるを得ない 

 ②自責感・あせり・いらだち 

  ・社会や家庭での本来の役割を果たせていないことで、自分を責め、悩んでいる  

  ・社会のレールからはずれてしまったというあせり 

  ・落ち込んで自室にとじこもる、暴言や暴力といった行動化 

 ③周囲への不信感・過敏さ 

  ・家族がどう思っているのか、あれこれ考えを巡らせている 

  ・人一倍神経をつかっている 

  ・辛い経験を思い出し、世の中を恨めしく思うこともある 

 ④助けを求めたいが、ためらう気持ち 

  ・行動を起こす意欲もなかなか出てこない 

  ・いっそ消えてしまえたら、と思うこともある 

  ・懐疑的になっていることもある 

  ・自分を理解して欲しい、という気持ちは抱いている 

 

☆ 長期化によるさまざまな影響(調査による本人の声) 

 * 生活・身体面への影響 

  ・筋力が衰える ・体力が落ちて疲れやすい ・運動不足になる ・太って行動がおっく 

   うになる ・生活のリズムが整えられない ・不潔になる  

 * 心理的・社会的な影響 

  ・人と会った時にうまく話せない ・考えていることが言葉にできない、緊張してしまう 

  ・就労に踏み出せない ・経歴を知られたくない ・社会生活ができない 
  

      【３月の例会の報告】  3月14日(日)１３時半～16時半 

    「ひきこもり事例検討会」 講師 : 宮崎県ひきこもり地域支援センターの皆さん 
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★都城支部だより 
   

 ■令和３年４月の「都城例会」 
   《日時》 ４月１３日(火)  

        13時30分～15時30分 
   

  《会場》 都城市社会福祉協議会 

 

 申込み・詳細は堀江さん 090-4581-5152 

宮崎県ひきこもり地域支援センター

（宮崎県総合保健センター４階精神保健福祉センター内）     

  〒880-0032 宮崎市霧島１丁目１－２ 

 専門の相談員が常駐し、親身になって相談に応じ

てくれます。楠の会会員も多数相談に訪れていま

す。みなさんも、一度足を運んで見られてはいかが

でしょうか。 

■電話相談   

  ０９８５－２７－８１３３ 

  ０９８５－４４－２４１１ 

   ※受付時間 ８：３０～１７：００ 

■来所相談 電話相談の後、予約して来所。 

■訪問支援 本人の状況や気持ちに合わせます。 

■家族教室開催 各地保健所 

一度登録すれば、親に何かあった時、必ず相

談に乗ってもらえます。勇気を出して相談に

行きましょう。秘密は厳守されます。 

ＫＨＪ宮崎県楠の会・居場所のお知らせ 
  

 宮崎県楠の会では居場所を開設しています。  

    皆さんの参加お待ちしてます。 

  

◆対 象 ひきこもり、ニート、発達障害、   

     精神障害等生きづらさを感じている  

     当事者、経験者のみなさん。 

 

◆日 時         ｐｍ２時～５時  

 

◆会 場 南宮崎駅前アーケード内  

     レインボー教室内 

    (宮崎市大淀4丁目5-25) 

◆担当者 下り藤
さがりふじ

 さん 

   

◆問い合わせ・連絡先  090-5385-7651 

 ４月１７日(土) 

★日南支部だより 
   

 ■令和３年４月の「日南例会」は 
    《日時》 ４月１７日(土)  

         13時30分～15時30分 

     《会場》 まなび ピア (木山２丁目)  

       申し込み・詳細は田中さんまで・・・。 

            電話 090-5949-8843 
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https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%B3%A5%E7%BE%BD%E5%A4%A9%E7%9A%87
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8C%97%E9%9D%A2%E6%AD%A6%E5%A3%AB


☆ 回復の道筋 

 〈自分は否定されない存在である〉 

  ・安心感の回復⇒体調・生活リズムの回復⇒自分の居場所、仲間の再発見 

 〈自信の回復〉 

  ・「できることがありそうな」自分の発見⇒新しい目標の設定 

 

☆ 本人と家族との間でよくあること 

  ・何を言われたかではなく、どのように・誰に言われたかに反応する 

  ・家族が一番言いたいことは、本人の一番聞きたくないこと 

  ・一番言いたいことを、ふさわしくないタイミングで言ってしまう 

  ・双方ともに感情的になってしまい、けんか別れになる 

  ・つい、何度もしつこく言ってしまう 

 

☆ 本人に対応する時の家族の心構え 

  ・ひきこもりを否定せず、温かく見守る 

  ・解決には時間がかかると考え、焦らずに接する 

  ・朝晩の挨拶など、小さなコミュニケーションから  

  ・孤立せず、健康であることが大切。相談相手や仲間を探し、愚痴をこぼしたり、 

   聞いてあげたりしあう(宮崎県楠の会への参加継続) 

 

☆ 家の手伝いを頼むときは・・・ 

  「家で、何もしないでいるのだから、○○くらいは、しなさい」ではなく⇒⇒ 

  「○○してくれると、お母さんが、助かる」 

 

☆ ポジティブなコミュニケーションスキル 

  ・短く ・肯定的に ・言及している行動を特定する ・自分の感情を明確にする 

  ・思いやりのある発言をする ・部分的に自分の責任を受け入れる ・自省を促す 

  ・援助を申し出る 
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「ひきこもり」について話す 

片平さん 
会場の様子 

            お知らせ 
宮崎県主催の「就職氷河期セミナー」のパネラー

の講話が、県のYouTube で公開され、いつでも

視聴出来ます。下り藤さんが当事者として参加さ

れていますので、是非ご覧ください。 



□ 事例検討 

  * 事例検討は２例。皆で意見を出し合って、検討しました。 

   具体的な事例(Ａさん、Ｂさん)については、秘密厳守。検討会後は、資料、検討しあった 

   メモもすべて回収されました。 

 * 事例Ａについては大﨑さん、事例Ｂについては上原さんの説明により進行。 

   そのあと①事例を聞いてどのように考えましたか？ ②家族にできることは何があるで 

   しょうか？をテーマに３グループに分かれて、真剣かつ和気あいあいの中に、活発な意見交   

   換を行うことが出来ました。そのあと３人のスタッフの方の的確な進行により、①、②につ  

   いて発表し合いました。 

   事例ごとに出された意見については、片平さんから、専門的な助言・指導を総括的に行って 

   いただきました。 

 * ①、②の事例とも、地域支援センターの数年にわたる関わりあいの中で、いずれも、進展が  

   見られていました。相談当初に比べると、大きく前進していることは、私たち親にとって  

   も、明るい希望の持てる話でうれしく思いました。 

 

☆ 最後に、本人に訊く「救われた親の対応」の第１位に『最後まで話を聞いてもらえた』、 

  第２位に『学校や将来のことではなく、普通の日常会話があった』、第３位『お小遣いの 

  金額が(ひきこもったことで)変わらなかった』ということでした。 

 

 ※中身的には何も特別なことではなく、ささやかなほんの小さな望みで、彼らは生きているん 

  だなぁーとつくづく思いました。もしかすると、親が知らず知らずのうちに、彼らに生き  

  づらさを覚えさせているのかもと、反省させられた研修会でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

《研修後の皆さんのアンケート結果》 
 ・センターの支援内容がよくわかりました。相談場所があることを心強く思いました。県内に 

  声をあげることのできない人たちにも知ってほしいと思いました。 

 ・事例を介してのお話、とてもよかったです。自分の再確認になりました。 

 ・親の役割は大変ですが先回りしないことと、親も自分の健康を管理していくことが大切。 

 ・グループごとの話し合いがあって緊張しましたが、少しずつ慣れてきて、自然に話せるよう  

  になりました。発表も自然にできて良かったです。 

 ・いろんな事例も聞け、共感することや、他の人の意見を聞いて新しい発見もありました。 

  また、当事者の意見、親側の意見、たくさんの考えが聞けて、大変参考になりました。 

 ・センターの支援のすばらしさを感じた。また、グループミーティングで、皆の意見を聞いて、 

  考えをまとめることが出来た。 

 ・人生における優先順位として、仕事が最終地点ではないことを両親が心に留めることが大切。 

 ・身近な事例だったので、自分の家庭に置き換えて考えることが出来ました。 

 ・２つの事例とも紆余曲折はあったにしろ、３年から５年の間に、かなり改善が見られ、明る 

  い展望が見られたのが良かった。そのことで、自分自身にも勇気をもらえた。 
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 相談、家庭訪問  090-9603-8780 
 ◆相談電話《無料》  
 面談の方はあらかじめ植田までご予約ください。 

    ※緊急の場合はいつでもご相談ください。 

 ◆家庭訪問《有料》（アウトリーチ）を行っています。  

   ご家族としっかり面談を重ねながら行います。 

   希望者は、お電話をください。    

ニュース会員約110名 

援助会員約80名 

ホームページは 

宮崎県「楠の会」で  

KHJ全国家族会「みやざき楠の会」 

〒880-0944 

宮崎市江南４丁目９-９ 植田方 

電話   090-9603-8780(植田) 

ひきこもりの子を持つ親の会 

発行：宮崎県楠の会 

検索 

ク
リ
ッ
ク 

◆「宮崎県楠の会」若者就労支援  (賃金あり)          

 ・イオンアイカルチャーの清掃 

 ・郵送作業 

 ・宮崎市の公園清掃 
       090-9573-7199 担当 佐川さん 

イオン清掃 

イオン清掃 

郵送作業をお手伝い

いただける方を 

募集中です。 

１０時から宮崎市民

プラザ３階です。 

公園清掃 

   

 郵送作業 

  日程!! 

 ４/30(金) 
 10時～12時 

公園清掃 

日 月 火 水 木 金 土 

   
 

 1 2 3 
 

4 5 

 
6 7 8 9 10 

11 
 

12 
 

13 14 15 16 17 
 

 

18 19 
 

20 
 

21 22 
 

23 
 

24 
 

25 

 
26 

 
27 28 29 

 
昭和の日 

30  

 

コロナには気を付けて 

お過ごしください。 

「丑吉」より 

公園清掃 

公園清掃 

公園清掃 

日南例会 

宮崎例会 宮崎居場所 
都城例会 

公園清掃 公園清掃 

公園清掃 郵送作業 

 きをつけ
てね! 


